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市政を問う
議会からあなたへ

紙面で見る平成２５年度の活動報告

12月

6月
9月 3月

今今

回の
定例会は

今
回

の
定例会の内容

は



紙面でみる

議会をめざして

活動報 告！！告！！告！！告！！

（２）２０１４　１８２号

■
本
会
議
の
動
画
配
信
を
開
始
し
ま
し
た

　

よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
議
会
を
ご
覧

い
た
だ
く
た
め
、
動
画
配
信
サ
イ
ト
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ

Ｕ
Ｂ
Ｅ
を
活
用
し
た
、
議
会
映
像
の
録
画
配
信

を
し
て
い
ま
す
。

　

鹿
沼
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
市
議
会
」バ
ナ
ー

よ
り
入
り
、
ご
覧
に
な
り
た
い
内
容
を
ク
リ
ッ

ク
す
る
と
録
画
映
像
を
視
聴
で
き
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
以
外
に
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
も
視
聴
で
き
ま
す
。

　

動
画
は
本
会
議
終
了
後
、　

日
程
度
で
ご
覧

１０

い
た
だ
け
ま
す
。

　

平
成　

年
９
月
に
議
会
基
本
条
例
が
施
行

２３

さ
れ
、
そ
の
中
で
市
民
へ
の
説
明
責
任
を
果

た
す
た
め
に
、
議
会
の
原
則
公
開
及
び
情
報

公
開
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
会
議
の
動
画
配
信
は
、
そ
の
取
り
組
み

の
一
つ
で
す
。
市
政
の
動
向
や
、
皆
さ
ん
が

選
ん
だ
議
員
の
活
動
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
ジ
ュ
ニ
ア
議
会
開
催

　

８
月　

日
鹿
沼
青
年
会
議
所
主
催

２１

に
よ
り
ジ
ュ
ニ
ア
議
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
議
会
の
仕
組

み
を
学
ん
で
も
ら
い
、
政
治
を
身
近

に
感
じ
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
進
ん
で

参
画
し
よ
う
と
い
う
意
欲
を
高
め
て

も
ら
お
う
と
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
市
内
の
中
学
校
か
ら　

名
２６

の
生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。
ジ
ュ
ニ

ア
議
員
た
ち
は
将
来
の
鹿
沼
市
に
対

す
る
自
分
の
夢
や
希
望
、
学
校
や
地

域
の
身
近
な
問
題
に
つ
い
て
堂
々
と

質
問
し
て
い
ま
し
た
。
市
長
、
教
育

長
、
市
側
の
出
席
者
も
、
ひ
と
つ
ひ

と
つ
丁
寧
に
説
明
し
、
子
ど
も
た
ち

の
思
い
に
応
え
て
い
ま
し
た
。

鹿
沼
市
議
会
議
長

大
貫
武
男



紙面でみる紙面でみる
平成２５年度の

より開かれた

活動報活動報活動報活動報 告！！

（３） ２０１４　１８２号

■
常
任
委
員
会
の
活
動
が
よ
り
活
発

に
　

議
会
閉
会
中
の
継
続
調
査
付
託
を

議
決
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
各
常

任
委
員
会
が
調
査
研
究
テ
ー
マ
を
も

ち
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

調査研究テーマ常任委員会名

都市交流の推進について（足立区、墨田区、台東区との都市
交流について）総　　務

堆肥化センターの利用促進について環境経済

医療費の削減について文教民生

水害防止を目指して取り組む道路、河川の対策等について
（水害を受けた市街地等の現状、課題と対策について）建設水道

■
議
会
報
告
会
・
意
見
交
換
会
開
催

　

平
成　

年
度
は
、
市
内
８
地
区
で

２５

　

名
に
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

２１５議
員
が
地
域
に
出
向
き
、
直
接
議
会

活
動
の
状
況
を
報
告
、
説
明
す
る
と

と
も
に
議
会
活
動
に
対
す
る
意
見
や
、

提
言
を
聞
く
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

更に詳細な活動内容は『議会報告会・意見交換会』で！！
今年度も下記の日程で開催します。皆様のご参加をお待ちしています。

開始時間会　場開催地区開催日

午後７時〜

市役所（３０２会議室）中央地区７月４日（金）

菊沢コミュニティセンター菊沢地区
７月８日（火）

加蘇コミュニティセンター加蘇地区

情報センター（子育て情報室）東部地区７月１０日（木）

北犬飼コミュニティセンター北犬飼地区７月１１日（金）

南押原コミュニティセンター南押原地区
７月１５日（火）

永野コミュニティセンター永野地区

南摩コミュニティセンター南摩地区
７月１６日（水）

清洲コミュニティセンター清洲地区

※議会報告会・意見交換会終了後、市主催の庁舎整備説明会を行います。



（４）２０１４　１８２号

市
政
を

問
う
3月定例会で15人が登壇

鹿沼市政について質問をしました

3/5～7
一問一答方式一問一答方式一問一答方式

12

6

39質問時間質問時間
6060分
質問時間
60分

 
２
月　

日
か
ら　

日
に
降
っ
た
大

１４

１５

雪
は
市
民
生
活
に
多
大
な
影
響
を
及

ぼ
し
た
。
被
害
の
状
況
と
市
の
対
応

を
伺
う
。

①
林
業
被
害
と
そ
の
対
応

②
停
電
被
害
と
そ
の
対
応

今
回
の
大
雪
を
教
訓
に
、
早

急
に
具
体
的
な
対
応
を
検

討
し
ま
す
。

　

①
に
つ
い
て
シ
イ
タ
ケ
の
ハ
ウ
ス

が　

棟
、
被
害
金
額
が
約
六
千
三
百

３９
万
円
、
木
材
加
工
施
設
が
８
事
業
所
、

約
二
千
三
百
万
円
の
被
害
が
あ
り
ま

し
た
。
森
林
倒
木
は
林
道
や
作
業
道

が
通
行
不
能
の
た
め
、
全
体
を
確
認

で
き
な
い
状
況
で
す
。
前
日
光
高
原

の
森
林
地
帯
を
抱
え
る
鹿
沼
市
と
し

て
は
、
林
業
家
の
皆
さ
ん
が
意
欲
を

失
わ
な
い
よ
う
、
国
や
栃
木
県
と
も

連
携
を
し
っ
か
り
と
り
な
が
ら
対
応

策
を
今
後
詰
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

②
に
つ
い
て
２
月　

日
の
朝
か
ら

１５

停
電
が
発
生
し
、
東
京
電
力
の
発
表

で
は
最
大
三
千
二
百
軒
の
停
電
が

あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
今
回
の
よ

う
に
停
電
が
長
引
く
と
、
防
災
行
政

無
線
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
、
災
害
情
報
メ
ー
ル
等
い
ず

れ
も
活
用
で
き
な
い
事
態
と
な
り
ま

す
の
で
、
情
報
の
伝
達
体
制
を
早
急

に
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

鰕鰕鰕鰕鰕鰕鰕鰕鰕鰕鰕 原　一男 議員

大
雪
の
影
響
と
対
策
に
つ
い

大
雪
の
影
響
と
対
策
に
つ
い
てて

伺伺
うう

答　
　

弁

質　
　

問

▲多くの倒木により復旧に大きな影響がありました。

会議の記録は議会ホームページの会議録システムから検索・閲覧できます。



（５） ２０１４　１８２号

　

鹿
沼
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
伺

う
。

①
管
理
・
運
用
状
況
に
つ
い
て

②
運
用
期
間
に
つ
い
て

③
整
備
計
画
に
つ
い
て

ご
み
減
量
化
を
進
め
、
埋
立

て
可
能
年
数
を
伸
ば
し
ま
す
。

　

①
搬
入
物
は
、
焼
却
灰
と
破
砕
残

渣
（
不
燃
物
や
粗
大
ご
み
か
ら
資
源

物
を
選
別
し
、
細
か
く
し
た
も
の
）

の
２
種
類
の
廃
棄
物
で
す
。
鹿
沼
市

で
は
、
法
律
の
基
準
よ
り
一
層
あ
た

り
の
廃
棄
物
を
低
く
し
て
覆
土
を
す

る
こ
と
に
よ
り
遮
蔽
効
果
を
上
げ
て

い
ま
す
。

　

②
平
成　

年
１
月
現
在
で
埋
立
て

２３

残
余
容
量
は
８
万
７
千　

立
方
メ
ー

４３２

ト
ル
あ
り
、
今
後
約　

年
間
が
埋
め

３０

立
て
可
能
年
数
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、

市
民
へ
の
更
な
る
ご
み
排
出
量
削
減

の
啓
発
や
、
ご
み
の
資
源
化
方
策
の

検
討
で
一
層
の
ご
み
減
量
化
を
行
い
、

埋
立
て
可
能
年
数
を
延
ば
す
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
ま
す
。

　

③
将
来
、
埋
立
て
可
能
期
限
が
く

る
の
は
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。

現
時
点
の
想
定
で
は
、
平
成　

年
頃

４２

に
第
１
期
計
画
分
の
埋
立
て
が
完
了

す
る
の
で
、
そ
の
時
期
に
焼
却
灰
の

新
た
な
処
分
方
法
や
候
補
地
の
検
討

を
始
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

舘舘舘舘舘舘舘舘舘舘舘 野　裕昭 議員

鹿
沼
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て

伺
う

　

雪
害
に
対
す
る
自
主
防
災
会
、
消

防
団
へ
の
資
機
材
の
整
備
に
つ
い
て

伺
う
。
ま
た
消
防
団
へ
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
等
を
配
備
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

融
雪
剤
、
救
助
資
機
材
の
整

備
を
進
め
ま
す
。

　

現
在
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
融
雪
剤
を
配
置
し
て
い
ま
す

が
、
よ
り
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
に

今
後
は
自
治
会
、
自
主
防
災
会
に
配

置
す
る
こ
と
を
検
討
し
ま
す
。

　

消
防
団
へ
は
ス
コ
ッ
プ
、
金
て
こ

等
の
簡
易
な
器
材
を
配
備
し
て
い
ま

す
が
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
等
の
配
備
は

し
て
い
ま
せ
ん
。
平
成　

年
２
月
７

２６

日
に
改
正
さ
れ
た
「
消
防
団
の
装
備

と
基
準
」
に
よ
り
、
救
助
活
動
用
資

機
材
と
し
て
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
等
を
明

確
に
位
置
づ
け
、
消
防
団
分
団
へ
複

数
配
備
す
る
よ
う
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
国
及
び
栃
木
県
は
、
財
政

上
の
支
援
を
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
動
向
を
見
極
め
な
が

ら
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、
か
ん
じ
き
等

の
救
助
資
機
材
の
整
備
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

船船船船船船船船船船船 生　哲夫 議員

雪
害
対
策
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

答　
　

弁

質　
　

問

答　
　

弁

▲各コミュニティセンターに融雪剤を配置しています。▲鹿沼フェニックス（一般廃棄物最終処分場）



（６）２０１４　１８２号

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
実
践
版
で
あ

る
防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
の
制
度
設

計
の
考
え
方
を
伺
う
。

市
民
と
協
働
で
安
全
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
と
は
、
自

治
会
等
の
維
持
管
理
の
負
担
軽
減
、

地
球
環
境
へ
の
配
慮
を
目
的
に
、
自

治
会
等
管
理
の
市
内
約
６
千
５
百
基

の
蛍
光
灯
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る

際
、
１
基
あ
た
り
１
万
５
千
円
を
限

度
に
補
助
金
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

１
年
間
に
１
千
３
百
基
を
交
換
し
、

５
年
間
で
完
了
す
る
こ
と
を
目
標
に

計
画
し
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
等
が
交
換
、
維
持
管
理
を

す
る
手
法
を
と
る
の
は
、
市
民
協
働

の
考
え
方
の
市
民
へ
の
広
が
り
、
地

域
の
防
犯
意
識
や
連
帯
感
の
醸
成
、

自
治
会
等
の
自
主
的
な
運
営
が
可
能

に
な
る
等
を
総
合
的
に
判
断
し
た
結

果
で
す
。

　

今
後
も
地
域
の
安
全
は
地
域
で
守

る
と
い
う
認
識
の
も
と
、
市
民
と
協

働
で
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
鹿

沼
モ
デ
ル
の
一
つ
と
し
て
進
め
て
い

き
ま
す
。

湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯 澤　英之 議員

防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
つ
い
て

伺
う

　　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
違
い
に

つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
支
援
育
成
に

つ
い
て
市
の
考
え
を
示
せ
。

様
々
な
分
野
の
団
体
の
活
動

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
営
利
を
目
的
と
し
な

い
、
公
益
に
資
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
民
間
の
非
営
利
組
織
で
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
が
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法（
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
）

に
基
づ
き
、
市
や
県
等
か
ら
認
証
を

受
け
、
法
人
格
を
取
得
し
た
団
体
で

す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
、
事

業
活
動
自
体
に
違
い
が
あ
る
の
で
は

な
く
、
法
人
格
の
有
無
の
違
い
で
す
。 　

本
市
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
を
初
め
と

す
る
市
民
活
動
団
体
の
支
援
を
目
的

に
「
か
ぬ
ま
市
民
活
動
広
場
」
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
運
営
を
委
託
す
る

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ぬ
ま
市
民
活
動
サ

ポ
ー
タ
ー
ズ
」
が
市
民
活
動
に
対
す

る
相
談
、
市
民
活
動
基
礎
講
座
等
の

開
催
、
実
践
に
向
け
て
の
人
材
育
成
、

市
民
活
動
に
対
す
る
国
、
栃
木
県
の

助
成
金
情
報
の
提
供
等
の
支
援
を
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

か
ぬ
ま
市
民
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
」

と
連
携
し
、
様
々
な
分
野
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

団
体
の
活
動
を
支
援
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴 木　敏雄 議員

Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
に

つ
い
て
伺
う

答　
　

弁

質　
　

問

答　
　

弁

質　
　

問

NPOとは

　「NPO（Non－Profit　Organization）」
とは、様々な社会貢献活動を行い、
団体の構成員に対し収益を分配す
ることを目的としない団体の総称で
す。収益を目的とする事業を行うこと
自体は認められますが、事業で得た
収益は、様々な社会貢献活動に充
てることになります。
　平成７年１月阪神・淡路大震災
が発生し、この震災では、市民のボ
ランティア活動が大きな力を発揮し

ました。また、当時、市民団体による
福祉やまちづくりなどの地域の課題
への取組も広がりを見せていました。
このような、市民の自主的・自発的
な活動を活性化するための環境整
備として、簡便に法人格を得ること
のできる法人制度が必要とされ、平
成１０年３月議員立法によりＮＰＯ
法（特定非営利活動促進法）が成立
しました。

▲防犯灯のＬＥＤ化を進めます。



（７） ２０１４　１８２号

　

発
達
障
が
い
及
び
発
達
障
が
い
の

可
能
性
の
あ
る
子
供
へ
の
支
援
に
つ

い
て
伺
う
。
ま
た
デ
イ
ジ
ー
教
科
書

の
使
用
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

途
切
れ
の
な
い
支
援
が
必
要

と
考
え
ま
す
。

　

小
中
学
校
す
べ
て
に
特
別
支
援
教

育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
て
、

校
内
の
支
援
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

更
に
、
鹿
沼
市
独
自
の
非
常
勤
講
師

を
配
置
し
て
、
発
達
障
が
い
及
び
発

達
障
が
い
の
可
能
性
の
あ
る
児
童
生

徒
に
個
別
の
指
導
計
画
を
作
成
し
、

保
護
者
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
よ
り

よ
い
学
習
環
境
が
提
供
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

　

デ
イ
ジ
ー
教
科
書
は
、
発
達
障
が

い
の
中
で
も
特
に
読
む
こ
と
が
苦
手

な
児
童
生
徒
に
有
効
で
、
学
校
で
も

そ
の
よ
う
な
児
童
生
徒
に
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
、
有
効
性
を
検
証

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
児
へ
の
支
援
は
、
乳
幼
児

期
か
ら
学
齢
期
、
就
労
に
至
る
ま
で

途
切
れ
の
な
い
支
援
が
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
。
今
後
も
保
健
、
福
祉
、

医
療
、
教
育
の
関
係
機
関
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
一
貫
し
た
支
援
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
充
実
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

荒荒荒荒荒荒荒荒荒荒荒 井　正行 議員

発
達
支
援
の
体
制
に
つ
い
て

伺
う

　

安
全
・
安
心
な
教
育
環
境
の
整
備

に
つ
い
て
伺
う
。

①
通
学
路
に
つ
い
て

②
学
校
施
設
に
つ
い
て

危
険
箇
所
に
は
迅
速
に
対
応

し
て
い
ま
す
。

　

①
教
育
委
員
会
が
各
小
中
学
校
に

危
険
箇
所
及
び
改
善
が
必
要
な
内
容

に
つ
い
て
調
査
を
依
頼
し
把
握
し
て

い
ま
す
。
危
険
箇
所
は
栃
木
県
鹿
沼

土
木
事
務
所
、
鹿
沼
警
察
署
、
市
関

係
部
局
と
連
携
し
て
、
道
路
施
設
の

整
備
、
注
意
喚
起
の
た
め
の
看
板
・

標
識
設
置
等
、
早
期
に
改
修
で
き
る

こ
と
か
ら
対
応
し
て
い
ま
す
。
歩
道

整
備
等
、
長
期
的
な
計
画
が
必
要
な

箇
所
は
、
そ
の
間
の
代
替
案
を
検
討

し
、
着
実
か
つ
効
果
的
な
整
備
を
し

て
い
ま
す
。
平
成　

年
度
に
つい
て
は
、

２５

点
検
し
た　

カ
所
全
て
で
対
応
策
ま

２２

た
は
、
代
替
案
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

②
随
時
各
学
校
か
ら
危
険
箇
所
に

つ
い
て
写
真
を
含
め
た
デ
ー
タ
の
報

告
を
受
け
、
修
繕
箇
所
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
把
握
し
、
平
成　

年
度
か
ら

２５

設
置
し
た
、
学
校
施
設
作
業
班
等
に

よ
り
迅
速
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
新

た
な
危
険
箇
所
は
、
簡
易
か
つ
小
規

模
な
修
繕
等
は
学
校
施
設
作
業
班
等

が
、
大
規
模
な
改
修
は
施
設
の
長
寿

命
化
整
備
と
併
せ
て
計
画
的
に
取
り

組
む
考
え
で
す
。

大大大大大大大大大大大 島　久幸 議員

安
全
・
安
心
な
教
育
環
境
の

整
備
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

答　
　

弁

質　
　

問

答　
　

弁

▲学校施設作業班が迅速に修繕しています。

郭郭

デイジー教科書とは

　平成２０年９月１７日施行の「教科
用特定図書普及促進法（教科書バ
リアフリー法）」と「著作権法第
３３条の２」の改正により、ＬＤ
（学習障がい）等の発達障がいや
弱視等の視覚障がい、その他の障
がいのある児童・生徒のための「拡
大教科書」や、デジタル化された
「マルチメディアデイジー教科
書」等が、製作できるようになり
ました。デイジー教科書は、通常

の教科書と同様のテキスト、画像
を使用し、テキストに音声をシン
クロ（同期）させて読むことがで
きるものです。ユーザーは、音声
を聞きながらハイライトされたテ
キストを読み、同じ画面上で絵を
見ることもできます。



（８）２０１４　１８２号

　

総
合
的
な
防
災
対
策
を
講
ず
る
た

め
の
セ
ー
フ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
取

り
組
む
考
え
は
な
い
か
考
え
を
伺
う
。

鹿
沼
市
版
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

２
月　

日
か
ら
の
大
雪
の
際
に
は
、

１４

交
通
や
通
信
機
能
等
が
不
通
に
な
り
、

行
政
に
よ
る
防
災
活
動
が
十
分
に
果

た
せ
な
い
中
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
は

自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
防
災
力
が
被
害
の
軽

減
に
繋
が
っ
た
と
考
え
ま
す
。

　

鹿
沼
市
で
は
、
災
害
時
の
被
害
を

軽
減
さ
せ
る
た
め
に
、
住
民
一
人
ひ

と
り
を
直
接
、
あ
る
い
は
間
接
的
に

支
え
る
地
域
の
基
盤
組
織
で
あ
る
自

主
防
災
会
の
設
立
を
推
進
し
て
き
ま

し
た
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
働
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
国
際
認

証
の
取
得
も
防
災
対
策
の
一
つ
の
方

法
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
認
証
に

必
要
な
活
動
条
件
の
制
限
や
取
得
費

が
か
か
る
こ
と
な
ど
、
難
し
い
側
面

も
あ
り
ま
す
。

　

鹿
沼
市
と
し
て
は
、
今
回
の
経
験

も
生
か
し
、
自
治
会
、
栃
木
県
、
警

察
等
の
関
係
機
関
と
十
分
連
携
を
図

る
と
と
も
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
協

力
し
な
が
ら
鹿
沼
市
版
セ
ー
フ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

冨冨冨冨冨冨冨冨冨冨冨 久田耕平 議員

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
伺
う

　

今
後
、
ど
の
よ
う
な
対
策
、
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
く
の
か
伺
う
。

公
務
員
と
し
て
の
基
本
的
な

心
構
え
を
再
度
徹
底
し
ま
す
。

　

今
回
の
事
件
は
、
法
を
守
る
立
場

に
あ
る
公
務
員
と
し
て
あ
る
ま
じ
き

行
為
で
あ
り
、
市
民
の
皆
様
を
は
じ

め
、
関
係
者
の
皆
様
の
本
市
に
対
す

る
信
頼
を
著
し
く
失
墜
さ
せ
て
し

ま
っ
た
こ
と
に
対
し
深
く
お
詫
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

職
員
研
修
の
中
に
、
犯
罪
を
犯
さ

な
い
た
め
の
研
修
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

法
令
遵
守
意
識
は
公
務
員
と
い
う
身

分
を
持
つ
職
員
で
あ
る
前
に
、
社
会

で
生
活
す
る
一
人
の
人
間
と
し
て
当

然
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と

考
え
ま
す
。

　

倫
理
意
識
や
服
務
規
律
等
、
公
務

員
と
し
て
の
基
本
的
な
心
構
え
を
再

度
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
職
員
の
不

祥
事
に
よ
り
市
に
及
ぼ
す
影
響
の
重

大
性
等
に
つ
い
て
、
職
員
各
個
人
が

日
頃
か
ら
意
識
す
る
よ
う
に
様
々
な

機
会
を
と
ら
え
て
徹
底
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。
な
お
、
３
月
中
に

も
公
務
員
倫
理
に
つ
い
て
の
管
理
監

督
者
研
修
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

塩塩塩塩塩塩塩塩塩塩塩 入　佳子 議員

市
職
員
の
建
造
物
侵
入
容
疑
と

逮
捕
に
つ
い
て
伺
う

答　
　

弁

質　
　

問

答　
　

弁

質　
　

問

▲倫理意識や服務規律を再度徹底します。

セーフコミュニティとは

　「けがや事故等は、決して偶然の
結果はなく、原因を究明することで
予防できる」という考え方のもと、地
域のコミュニティや絆を広げながら、
生活の安全と健康の質を高めていく
まちづくり活動。「安全な地域」と訳さ
れるこの活動は、スウェーデンで始
まり、一定の基準を満たした地域に
対して、ＷＨＯ（世界保健機関）
セーフコミュニティ協働センターが
認証を行っています。



（９） ２０１４　１８２号

　

新
た
な
農
業
・
農
村
政
策
に
つ
い

て
伺
う
。

①
農
業
者
に
与
え
る
影
響
を
示
せ
。

②
対
策
を
示
せ
。

③
農
地
中
間
管
理
機
構
に
対
す
る
本

市
の
対
応
を
示
せ
。

国
の
制
度
に
対
応
し
た
施
策

を
進
め
ま
す
。

　

①
平
成　

年
度
か
ら
、
米
の
直
接

２６

支
払
交
付
金
が
半
減
し
、
更
に
米
価

が
下
が
っ
た
場
合
の
米
価
変
動
補
て

ん
交
付
金
は
廃
止
に
な
り
ま
す
。
認

定
農
業
者
は
、
米
・
畑
作
物
の
収
入

減
少
影
響
緩
和
対
策
に
加
入
で
き
る

の
で
補
て
ん
等
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
以
外
の
農
家
は
影
響
を
そ
の
ま
ま

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

②
補
助
金
額
が
減
少
す
る
の
で
、

生
産
費
抑
制
の
た
め
コ
ス
ト
削
減
を

徹
底
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

原
材
料
費
の
高
騰
、
消
費
税
増
税
等

に
よ
り
削
減
で
き
る
経
費
は
限
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

③
農
地
中
間
管
理
機
構
の
業
務
委

託
の
う
ち
、
農
用
地
利
用
配
分
計
画

の
策
定
は
、
市
以
外
は
受
託
で
き
ま

せ
ん
が
、
農
地
の
借
受
け
、
管
理
、

貸
付
け
は
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団

体
と
し
て
実
績
の
あ
る
鹿
沼
市
農
業

公
社
が
受
託
す
る
こ
と
に
な
る
も
の

と
考
え
ま
す
。

大大大大大大大大大大大 貫　　毅 議員

農
業
行
政
に
つ
い
て
伺
う

　

教
育
委
員
会
に
関
す
る
考
え
方
に

つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

国
の
動
向
に
十
分
留
意
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
は
「
地
方
教
育
行
政

の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
き
、
地
域
の
学
校
教
育
、
社

会
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
等
に
関

す
る
事
務
を
担
当
す
る
機
関
で
あ
り
、

首
長
か
ら
独
立
し
た
行
政
委
員
会
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
教
育
に
お
け
る
政

治
的
中
立
性
、
継
続
性
、
安
定
性
の

確
保
、
更
に
は
専
門
家
の
み
が
担
う

の
で
は
な
く
、
広
く
地
域
住
民
の
意

向
を
反
映
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
い

う
こ
と
か
ら
、
住
民
に
よ
る
意
思
決

定
、
い
わ
ゆ
る
「
レ
イ
マ
ン
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
」
と
い
っ
た
点
が
特
性
と
し

て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

自
由
民
主
党
教
育
委
員
会
制
度
に

関
す
る
小
委
員
会
の
改
革
案
は
、
自

治
体
の
長
の
関
与
を
強
め
る
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
教
育
委

員
会
を
教
育
行
政
の
執
行
機
関
と
し

て
位
置
づ
け
、
政
治
的
中
立
性
を
確

保
す
る
な
ど
の
配
慮
も
伴
う
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
教
育
委
員

会
は
地
域
住
民
の
意
向
の
反
映
や
政

治
的
中
立
性
を
確
保
し
た
教
育
行
政

を
執
行
し
て
い
く
上
で
必
要
と
考
え

ま
す
。

小小小小小小小小小小小 林　　充 議員

教
育
委
員
会
制
度
の
在
り
方
に

つ
い
て
伺
う

答　
　

弁

質　
　

問

答　
　

弁

質　
　

問

▲平成２６年度から農業の行政施策が大きく変わりました。

教育委員会とは

　教育委員会は都道府県及び市町
村におかれる合議制の執行機関で、
教育、文化、スポーツの振興等幅
広い分野にわたる教育行政を一体
的に推進していく上で、教育委員
会制度は重要な役割を担っていま
す。教育委員会は教育行政の基本
方針や重要施策の決定を行います
が、一般人（レイマン -  Layman）
である委員の合議により、総合的
な観点から基本方針の決定を行う

ことが期待されています。
　そして、教育行政に関して十分
な力量を有する専門家としての教
育長の設置が定められており、教
育長は教育委員会の指揮監督の下
に、教育委員会の権限に属するす
べての事務をつかさどることとさ
れています。また、教育委員会の
権限に属する事務を実際に処理さ
せるため、事務局が置かれます。



（１０）２０１４　１８２号

　

極
瀬
川
の
整
備
方
針
、
整
備
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

平
成　

年
度
中
に
工
事
に
着

２６

手
し
ま
す
。

　

極
瀬
川
は
、
木
工
団
地
南
端
か
ら

茂
呂
、
石
川
地
内
を
流
れ
、
宇
都
宮

市
及
び
壬
生
町
を
南
下
し
、
一
級
河

川
黒
川
へ
流
入
す
る
普
通
河
川
で
す
。

河
川
の
断
面
が
小
さ
く
、
台
風
や
集

中
豪
雨
時
に
は
、
た
び
た
び
溢
水
被

害
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。
事
業

期
間
の
短
縮
と
事
業
費
の
縮
減
を
念

頭
に
、
本
市
域
内
で
完
結
す
る
対
策

を
検
討
し
て
き
た
と
こ
ろ
、
県
道
宇

都
宮
線
と
市
道
０
０
２
９
号
線
の
間

の
極
瀬
沼
の
底
地
を
国
か
ら
無
償
で

譲
り
受
け
ら
れ
た
の
で
、
遊
水
池
を

整
備
し
、
極
瀬
川
流
域
の
雨
水
対
策

を
図
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
遊
水
池

は
河
川
の
水
位
が
上
昇
し
た
際
、
流

量
の
一
部
を
流
入
さ
せ
て
河
川
流
量

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
、
治
水
上
極

め
て
有
効
な
手
段
と
考
え
ま
す
。

　

事
業
説
明
会
を
開
催
し
、
地
元
関

係
者
と
の
合
意
形
成
を
図
り
、
平
成

　

年
９
月
を
目
標
に
基
本
設
計
を
策

２６定
す
る
予
定
で
す
。
年
内
に
詳
細
設

計
を
行
い
、
平
成　

年
度
中
に
第
一

２６

遊
水
池
の
工
事
に
着
手
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
な
お
、
第
二
遊
水
池

に
つ
い
て
は
基
本
設
計
の
結
果
を
見

な
が
ら
進
め
ま
す
。

谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷 中　恵子 議員
 
極  
瀬  
川 
の
整
備
に
つ
い
て
伺
う

ご
く 

せ 

が
わ

　
「
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
つ
い

て
考
え
を
伺
う
。

実
施
団
体
に
対
す
る
具
体
的

な
支
援
策
を
検
討
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
森
林
整
備
と
地
域

活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
供

給
体
制
の
確
立
や
原
木
購
入
店
の
確

保
、
価
格
の
設
定
等
、
仕
組
み
づ
く

り
が
大
切
で
、
全
国
で
意
欲
の
あ
る

団
体
が
取
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
「
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
地
域

の
環
境
整
備
や
地
域
振
興
に
寄
与
す

る
事
業
で
あ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

設
立
す
る
組
織
に
対
し
て
は
「
と
ち

ぎ
の
元
気
な
森
づ
く
り
県
民
税
事

業
」
を
活
用
し
支
援
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
い
る

地
域
で
は
、
地
域
の
森
林
整
備
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
専
用
の
地

域
通
貨
券
の
発
行
、
利
用
に
よ
る
商

業
振
興
を
図
っ
て
い
ま
す
。
本
市
で

も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
団
体

の
意
向
を
確
認
し
な
が
ら
、
商
業
団

体
と
の
連
携
に
よ
る
事
業
実
施
に
つ

い
て
、
具
体
的
な
支
援
策
を
検
討
し

た
い
と
考
え
ま
す
。

小小小小小小小小小小小 島　　実 議員

森
林
資
源
の
活
用
に
つ
い
て

伺
う

答　
　

弁

質　
　

問

答　
　

弁

質　
　

問

▲遊水池の整備が始まります。

「木の駅プロジェクト」とは

　市場に出荷できない間伐材等の
木材を山林所有者が「木の駅」に
出荷すると地域通貨が支払われる
仕組みです。所有者が山の手入れ
をする機会を増やして、山林に放
置された未利用木材を搬出し、山
林を整備するとともに、地域経済
の活性化を目指します。「木の駅
プロジェクト」は高知県のＮＰＯ
法人が始めたもので、全国で展開
されています。栃木県内では那珂

川町で平成２６年より実施していま
す。



（１１） ２０１４　１８２号

　

商
店
、
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
の
検
討
、
見
直
し
を
行
い
、
地

域
活
性
化
に
活
用
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

効
果
の
あ
る
制
度
に
な
る
よ

う
引
き
続
き
検
討
し
ま
す
。

　

店
舗
の
改
装
に
は
、
市
の
制
度
融

資
の
設
備
資
金
、
小
口
元
気
ア
ッ
プ

資
金
を
利
用
で
き
る
ほ
か
、
個
店
整

備
事
業
と
し
て
、
商
店
の
シ
ー
ス

ル
ー
シ
ャ
ッ
タ
ー
や
サ
イ
ン
の
設
置

に
対
す
る
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

今
後
、
個
店
整
備
事
業
の
見
直
し
の

な
か
で
検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
は
、
県
内

他
市
に
先
駆
け
平
成　

年
度
に
開
始

２３

し
、
市
内
住
宅
関
連
産
業
の
振
興
に

一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い

ま
す
。
東
日
本
大
震
災
や
大
雨
洪
水

災
害
等
に
よ
る
被
害
住
宅
の
復
旧
に

は
、
特
例
措
置
を
設
け
て
対
応
し
ま

し
た
。
今
回
の
大
雪
被
害
に
対
し
て

も
、
こ
の
特
例
措
置
が
適
用
さ
れ
ま

す
。

　

今
後
は
地
場
産
材
活
用
促
進
等
の

視
点
も
加
え
、
既
に
補
助
を
受
け
て

い
る
人
と
の
公
平
性
、
制
度
開
始
か

ら
一
定
期
間
を
置
く
こ
と
の
必
要
性

を
考
え
、
よ
り
効
果
の
あ
る
制
度
に

な
る
よ
う
引
き
続
き
検
討
を
し
て
い

き
ま
す
。

芳芳芳芳芳芳芳芳芳芳芳 田　利雄 議員

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
に

つ
い
て
伺
う

答　
　

弁

質　
　

問

　

新
庁
舎
を
栃
木
県
上
都
賀
庁
舎
と

共
同
で
整
備
す
る
考
え
は
な
い
か
。

共
同
整
備
は
難
し
い
と
考
え

ま
す
。

　

栃
木
県
上
都
賀
庁
舎
の
整
備
は
、

建
替
え
に
向
け
て
基
本
方
針
が
ま
と

ま
り
、
基
本
計
画
を
策
定
中
で
、
平

成　

年
度
中
に
設
計
業
務
を
実
施
す

２６
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
合
築
に
つ
い

て
は
鹿
沼
市
庁
舎
整
備
検
討
委
員
会

で
、
委
員
か
ら
の
提
案
も
あ
り
、
協

議
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
本
市
庁
舎
の
整
備
方
法
、
位
置

決
定
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
庁
舎

規
模
の
増
大
へ
の
懸
念
等
、
不
透
明

な
部
分
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
単
独
で
整
備
す
る
方
向
に
な
り
、

合
築
に
よ
る
共
同
整
備
は
難
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

庁
舎
候
補
地
も
含
め
、
庁
舎
整
備

基
本
構
想
の
策
定
に
必
要
な
事
項
に

つ
い
て
、
平
成　

年
度
内
に
鹿
沼
市

２５

庁
舎
整
備
検
討
委
員
会
か
ら
答
申
を

受
け
る
予
定
で
す
。
答
申
に
基
づ
き
、

平
成　

年
度
に
全
庁
的
な
推
進
体
制

２６

を
整
え
て
、
基
本
構
想
を
決
定
し
ま

す
。
そ
の
後
、
車
座
集
会
を
活
用
し

た
地
区
別
説
明
会
、
関
係
団
体
と
の

懇
談
会
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

実
施
等
、
多
く
の
機
会
を
と
ら
え
て

市
民
の
合
意
形
成
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐 藤　　誠 議員

新
庁
舎
整
備
に
つ
い
て
伺
う

答　
　

弁

質　
　

問

▲平成２６年度に基本構想を決定します。

鹿沼市住宅リフォーム助成事業補助金とは

市内事業者による住宅のリフォーム
工事を行う場合、その経費の一部を
助成することで住宅関連産業の振興
を図るとともに、居住環境の向上を図
ることを目的としています。２０万円以
上の住宅のリフォーム工事を実施す
る方（鹿沼市民に限る）が対象です。
工事着工前の認定申請（市に対する
届出）が必要です。また、自然災害に
より被災した住宅や水害による床上
浸水、がけ崩れ等による住宅への土

砂の流入により被災した住宅を復旧
するためにリフォーム工事を行う場合、
従来の制度を拡充した特別措置が
適用となります。詳しくは、担当の受
付（経済部産業振興課）窓口までお
問い合わせください。
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意見書の提出

人　事
　本会議で人事が決まりました。

　　　鹿沼市監査委員
　　　　　　高田　悦夫（たかだえつお・上日向）

下記の実現を強く要望する。
①消費税増税にあたり複数税率を導入すること
②新聞への軽減税率を適用すること

■議員案第２号　　新聞の軽減税率を求める意見書の提
出について

議員案３件を可決し関係機関に送付しました。

　平成２５年１２月にシンガポールで開催されたＴＰＰ閣
僚会合では、市場アクセス、知的財産、環境、国有企
業などの難航分野で各国の隔たりが埋まらず、年内妥
結を断念し、引き続き協議を続けていくこととなった。
　今後とも国益をかけたきわめて厳しい交渉が続くと
予想されるが、政府はいかなる状況においても、現在
の姿勢を断固として貫かなければならない。
　他方、交渉が大詰めを迎えた今もなお、交渉内容に
ついての十分な情報は開示されないままである。ＴＰ
Ｐは、農林水産業のみならず、食の安全、医療、保険、
ＩＳＤなど国民生活に直結する問題であることから、
国民に対する情報開示は必要不可欠である。以上を踏
まえ、政府に対し、ＴＰＰ交渉において下記の事項を
必ず実現するよう、強く要請する。
①ＴＰＰ交渉において、衆参農林水産委員会決議等を
必ず実現すること。

②ＴＰＰ交渉に関する国民への情報開示を徹底するこ
と。

■議員案第４号　　ＴＰＰ（環太平洋連携協定）交渉に
関する意見書の提出について

平成26年第1回

3月定例会の結果

　監査委員会は、市長から独立した行政委員会の一つで、地方公
共団体の予算の執行や財産の管理、地方公営企業の経営のほか、
一般行政事務について、公正で効率的な運営が確保されているか
どうか点検を行う。委員は市長が議会の同意を得て、人格が高潔
で、自治体の財産管理、事業の経営管理その他行政運営に関し、
優れた識見を有する者および議員のうちから選任する。

葛用語解説「監査委員」

定例会で人事や意見書の提出が決まりました。

　　　鹿沼市固定資産評価審査委員会委員
　　　　　　翠田　　　勝　（みどりたまさる・東町）

　固定資産評価審査委員会は、固定資産課税台帳に登録された価
格に関する納税者の不服を公正、中立な立場で審査決定するため、
地方税法に基づき設置された第三者機関。委員は、鹿沼市の住民、
市民税の納税義務者、または固定資産の評価について学識経験を
有する者の中から、議会の同意を得て市長が選任する。

葛用語解説「固定資産評価審査委員会委員」

　山の恩恵を将来にわたり享受できるよう、国民全体
が山に感謝し、山を守り育てていく気運を醸成してい
くことが大切である。国においては、国民が山の役割
や恩恵に感謝するとともに、山を国民共通の財産とし
て守り育てる意識の向上を促す契機とするため、国民
の祝日として「山の日」を制定するよう強く要望する。

■議員案第３号　　国民の祝日「山の日」の制定を求め
る意見書の提出について

請願・陳情はこんな方法で
　請願・陳情とは、市政全般について議会に実情の善処
を要望することです。
　そのうち議員の紹介があるものは請願になります。
　Ａ４版、署名または記名押印して提出してください。
※注意事項
①鹿沼市の権限内の事務に限ります。
②要旨や理由は簡潔に記入してください。
③道路・水路等は地図または略図を添付してください。

件名　○○○○について
要旨　○○○○の△△に関する

××を要望します。
理由　□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□
□□□□□□□。

平成○○年○月○日
鹿沼市議会議長様

請願人代表　
　　鹿沼市○○町○○番地○
         鹿沼　太郎○印

請　願　書

紹介議員

氏　　名
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常任委員会等の活動報告 　

○１月２１日　岩手県　 北  上 市　「議会運営について」「議会の
きた かみ

広報広聴活動について」
○１月２２日　青森県　 五  所  川  原 市　「議会運営について」「予

ご しょ がわ ら

算決算特別委員会の審査活動について」「議会だ
より編集特別委員会の活動について」

　北上市議会は平成２３年１２月に議会基本条例を制定しており、
議会報告会の実施と、市民への広報広聴活動の充実を規定し
ています。その実践として鹿沼市議会と同様に、市民の多様
な声を聞き、それを積極的な政策形成、提案につなげていく
ため「議会報告会」を開催しています。市民を対象に行う
「市民と議会をつなぐ会」、市内の各種団体を対象に、所管す
る常任委員会が行う「テーマ別意見交換会」の２体制で行っ
ています。開かれた議会をめざす特色ある取組みとして、参
考にすべき点が多いと感じました。

議会運営委員会
○１月１５日　福岡県　 大  牟  田 市「休日夜間診療について」

おお む た

○１月１６日　佐賀県　 武  雄 市「図書館の運営について」
たけ お

福岡県　 筑  前 町「第１期特定健康診査等実施計
ちく ぜん

画について」

　「武雄市図書館」は平成２５年４月にTSUTAYAで知られる
「カルチュア・コンビニエンス・クラブ」を指定管理者とし、
図書カードにＴポイントカードを導入したり、スターバック
スカフェを併設したりとこれまでの公立図書館のイメージを
覆す運営をしています。図書館は新しい文化や、ライフスタ
イルが生まれる場所、まちづくりの拠点であり、文化の発信
拠点でもあります。だからこそ利便性や、居心地の良い空間
を官民が連携して追及していることが伝わってきました。武
雄市の図書館は、進化する公立図書館か、公設民営のブック
カフェか議論の分かれるところでもありますが、行政、教育
関係者にもぜひ判断していただきたい施設の一つであると思
いました。

文教民生常任委員会行政視察

○４月１７日　粟野第一小学校

　粟野第一小学校は、粟野財産区から無償譲渡された樹齢５０
～６０年の杉約５,０００本を使用し、平成２４年度木造による校舎
改築に着手しました。木造２階建て、延床面積３,０３４平方
メートルの校舎がこのほど完成し、文教民生常任委員会が現
地を視察し、鹿沼産材をふんだんに使った、真新しい校舎、
教室、設備の状況について担当職員から説明をうけました。
　木のぬくもりを感じられる暖かみのある施設であるばかり
でなく、耐震性、安全性にも配慮した、子どもたちにとって
素晴らしい学習環境が整いました。

文教民生常任委員会粟野第一小学校現地視察
○２月１４日　茨城県常陸大宮市「木の駅プロジェクト 美  和 」

み わ

　本連盟は、森林のもつ公益的機能を重視しつつ、自然環境
としての森林の保全と、林業、林産業の活性化を図ることを
目的に活動しています。今回は常陸大宮市美和地区の「木の
駅プロジェクト美和」を視察しました。美和地区は全国の多
くの山村と同様、過疎化、高齢化が進み、森林の荒廃が課題
となっています。地域の衰退に危機感を抱いた地元有志が
「木の駅プロジェクト美和実行委員会」を立ち上げ事業を実
施しています。この取り組みは、森林整備の推進と地域の活
性化に大きな貢献をするだけでなく、地域住民の交流の活溌
化にも寄与していることがうかがえました。
※「木の駅プロジェクト」については１０ページをご参照くだ
さい。

森林・林業活性化議員連盟
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市長提出議案３９件、議員提出議案４件が提出されました。
議員数２５名、表決参加議員数２４名（議長は表決には加わりません。）

提出議案について

議員の賛否を公表

賛　
　

成

【政和会】小林充・谷中恵子・関口正一・橋本正男
【自由民主党】筧則男・赤坂日出男
【公明党】荒井正行・鈴木敏雄
【明峰】津久井健吉・増渕靖弘・横尾武男・
　　　　冨久田耕平
【みんなの党】舘野裕昭・小松英夫
【無所属市民の会】大島久幸・船生哲夫
【市民ネットワーク】大貫毅・塩入佳子・小川清正
【無所属】鰕原一男　　【無所属】佐藤誠
【未来クラブ】小島実・湯澤英之

反
対 【日本共産党】芳田利雄

全議員が賛成した議案　　　
平
成　

年
度　

予
算

２６

議案８　平成２６年度鹿沼市介護保険特別会計予算
予算総額を７２億２,１００万円

議案９　平成２６年度鹿沼市後期高齢者医療特別会計予算
予算総額を９億３,７３０万円

議案１０　平成２６年度鹿沼市財産区管理会特別会計予算
予算総額を１,４７４万円

賛否の分かれた議案　　　　

平
成　

年
度　

補
正
予
算

２５

議案１２　平成２５年度鹿沼市一般会計補正予算
８,８４１万４千円の減、総額４０３億５８７万４千円

議案１３　平成２５年度鹿沼市国民健康保険特別会計補正予算
１億８,０１３万８千円の増、総額１１７億４,４６０万８千円

議案１４　平成２５年度鹿沼市公共下水道事業費特別会計補正予算
４８８万８千円の増、総額２６億１,５０２万円

議案１５　平成２５年度鹿沼市簡易水道事業費特別会計補正予算
歳入予算の更正

議案１６　平成２５年度介護保険特別会計補正予算
９８万７千円の増、総額７０億８５６万８千円

議案１７　平成２５年度鹿沼市財産区管理会特別会計補正予算
２２６万６千円の減、総額２１３万４千円

そ
の
他

議案１８　上久我辺地に係る総合整備計画の策定
辺地内の公共的施設の整備に必要な財源を確保するためのも
の。

議案１９　上・中粕尾辺地に係る総合整備計画の変更
辺地における計画事業の変更を行なうためのもの。

議案２７　鹿沼市土地開発公社の解散（１５ページ参照）

工
事
請
負
、
市
道
路
線
、
町
・
字

議案２０　工事請負契約の締結（１５ページ参照）
議案２１　字の廃止並びに町及び字の区域の変更
県営深津地区土地改良事業の区域内の字を廃止し、町、字の区
域を変更する。

議案２２　字の廃止並びに町及び字の区域の変更
県営小倉地区土地改良事業の区域内の字を廃止し、町、字の区
域を変更する。

議案２３　字の廃止並びに町及び字の区域の変更
県営小代地区土地改良事業の区域内の字を廃止し、町、字の区
域を変更する。

議案２４　市道路線の認定
都市計画道路３・４・２号南大通り道路整備事業に伴い、新た
に築造された道路を市道として認定する。

議案２５　市道路線の廃止
武子地内の道路形態のなくなった市道を廃止する。

議案２６　市道路線の変更
富岡、深津地内の市道の終点変更、御成橋町２丁目地内の市道
の起点変更。

可決可決
全員が
賛成
全員が
賛成

議案１　平成２６年度鹿沼市一般会計予算（１５ページ参照）
議案２　平成２６年度鹿沼市国民健康保険特別会計予算
予算総額を１１３億５,０００万円

議案３　平成２６年度鹿沼市公共下水道事業費特別会計予算
予算総額を２６億１００万円

議案４　平成２６年度鹿沼市簡易水道事業費特別会計予算
予算総額を２億９,３６０万円

議案５　平成２６年度鹿沼市公設地方卸売市場事業費特別会計予算
予算総額を１,９２０万円

議案６　平成２６年度見笹霊園事業費特別会計予算
予算総額を５,１６０万円

議案７　平成２６年度鹿沼市農業集落排水事業費特別会計予算
予算総額を２億１,３８０万円

議案１１　平成２６年度鹿沼市水道事業会計予算
収益的収入、支出は収入総額１４億２,３６３万５千円、支出総額１２億６９１万
７千円、資本的収入、支出は、収入総額３億７,１９９万２千円、支出総額
９億１,８６６万４千円計上

議員案２　新聞の軽減税率を求める意見書の提出

賛　
　

成

【政和会】小林充・谷中恵子・関口正一・橋本正男
【自由民主党】筧則男・赤坂日出男
【公明党】荒井正行・鈴木敏雄
【明峰】津久井健吉・増渕靖弘・横尾武男・
　　　　冨久田耕平
【みんなの党】舘野裕昭・小松英夫
【無所属市民の会】大島久幸・船生哲夫
【市民ネットワーク】大貫毅・塩入佳子・小川清正
【無所属】鰕原一男
【未来クラブ】小島実・湯澤英之
【日本共産党】芳田利雄

反
対 【無所属】佐藤誠

可決可決
賛成2

3名

反対  
1名賛成2
3名

反対  
1名

可決可決
賛成2

3名

反対  
1名賛成2
3名

反対  
1名
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注目議案の解説

クローズアップ 鹿沼市や私たちの暮らしに関係することが議会で決定しました！

条
例
の
一
部
改
正

議案２８　鹿沼市個人情報保護条例
個人情報の開示請求に対する非開示情報に、法定代理人に開
示することが本人の利益を害すると認められる情報を追加、
訂正等の請求に係る基準の明確化。

議案２９　鹿沼市特別職の職員で非常勤のものの報酬及
び費用弁償に関する条例

障害程度区分認定調査員の職名を障害支援区分認定調査員に
改める。

議案３０　鹿沼市長等の給与及び旅費に関する条例
公職選挙法の一部改正に伴い、市長及び副市長の期末手当に
係る支給の基準を整理する。

議案３１　鹿沼市長等の給与の特例に関する条例
平成２６年４月から平成２７年３月まで、市長、副市長、教育長の
給料月額を１００分の１０相当額減額する。

議案３２　鹿沼市手数料条例
危険物の製造所等の設置許可等に係る手数料を改定

議案３３　鹿沼市こども医療費助成に関する条例
医療費助成の現物給付の対象を小学校就学前のこどもまで拡
大する。

条
例
の
一
部
改
正

議案３４　鹿沼市と栃木県信用保証協会との損失補償契約に基づ
く回収納付金を受け取る権利の放棄等に関する条例

産業競争力強化法の施行に伴い、引用する法律の題名、条項を
整理する。

議案３５　鹿沼市市営住宅条例
家賃の減免対象に、婚姻によらないで父または母となった入
居者が未成年者を扶養している場合を加える。

議案３８　鹿沼市一般職の職員の給与に関する条例等
持ち家に居住する職員への住居手当を廃止し、時間外勤務手
当、休日勤務手当の計算方法の見直しを行う。

議案３９　鹿沼市都市公園条例
三幸町地内に小藪川公園、花岡町地内に段の浦公園及び浅間
公園、東町１丁目地内に東町街区公園を設置する。

人
事

議案３６　鹿沼市監査委員の選任（１２ページ参照）
議案３７　鹿沼市固定資産評価審査委員会委員の選任

（１２ぺージ参照）

議
員
提
出
議
案

議員案１　市行政推進調査特別委員会の設置
議員案３　国民の祝日「山の日」の制定を求める意見書
議員案４　ＴＰＰ（環太平洋連携協定）交渉に関する

意見書（１２ページ参照）

可決可決
全員が
賛成
全員が
賛成

　４００億８,０００万円、対前年度比１.８％増の経済動向等に配慮した予算です。ＬＥＤ防犯灯の交
換補助、庁舎整備の基本計画、南押原コミュニティセンターの整備等、都市基盤の整備促進
に取り組みます。新規事業としては、防災マップの改定、骨髄ドナー支援事業費補助金の創
設、学校給食におけるアレルギー対策としての施設改修等、教育及び福祉の充実を図ります。

～笑顔あふれるやさしいまちづくり～

鹿沼市の新年度の予算です。
■議案第１号　平成２６年度鹿沼市一般会計予算について

▲南押原コミュニティセンター

　鹿沼市土地開発公社は、昭和４７年に施行された「公有地の拡大の推進に関する法律」に基
づき昭和４８年７月に設立され、公共用地の先行取得、造成事業等を行ってきました。
　しかし、平成２１年８月に総務省から発出された「土地開発公社の抜本的改革について」等
の通知に基づき検討した結果、鹿沼市でも全国的な地価下落の影響により用地の先行取得の
意義が薄れているため鹿沼市土地開発公社を解散することになりました。

～清算法人として、清算に関する手続きを行います～

鹿沼市土地開発公社を解散しました。
■議案第２７号　鹿沼市土地開発公社の解散について

　市道００１７号線冠水対策事業導水管布設工事の事後審査型条件付き一般競争入札を、去る１
月３１日に実施した結果、佐田・山和特定建設工事共同企業体が３億３,８４１万８千円で落札した
ので、契約を締結するためのものです。道路の排水機能を向上させ、道路冠水による事故の
防止を目的としています。

～市道冠水危険箇所の整備～

導水管を布設します。
■議案第２０号　工事請負契約の締結について

▲道路冠水による事故を防止します。
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議会に関することは何でもお気軽にご意見をお寄せください。 この議会広報誌は３１,０００部作成し、１部当たり約１4.4円です。gikai-jimu@city.kanuma.lg.jp
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議会からの お 知 ら せ

NEWS & INFORMATION

大雪による被害復旧等に対する要望書を提出しました。
と併せて迅速で手厚い対策を実施すると
ともに、今回の経験を生かした災害時の
対応を検討し、市民が安全で安心して暮
らせるよう特段の措置を講じるよう要望
しました。

認知症サポーター養成講座に参加しました。
　２月２０日から５回にわたり開催された
市職員対象の「認知症サポーター養成講
座」を受講しました。この講座は、市職
員が率先して認知症の基礎を学ぶことに
より、認知症の方やその家族に接した時
に温かい対応ができるようにするととも
に、市民の認知症に対する理解及び意識
啓発につなげることを目的に開催してい
ます。「認知症サポーター」とは認知症を
正しく理解し、認知症の人や家族を温か
く見守る応援者になってもらい、だれも

が暮らしやすい地域をつくっていくボラ
ンティアです。市内には現在約２,８００人、
市職員では約３００名のサポーターがいま
す。地域全体にサポーターが増えれば、
認知症の方の穏やかで尊厳ある暮らしを
を守ることができます。
　今回の講座には２１人の議員が参加し
「認知症サポーター」になりました。

議会カレンダー　～議会を傍聴しませんか～　 議場にいけばなを展示しました。
　３月議会一般質問の３日間、鹿沼市い
けばな愛好会の会員の方々による作品が
議場を彩りました。桃の節句を意識した
季節感あふれる作品で、議場に春を運ん
でくれました。

5/26 27 28 29 30 31 6/1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

5月
月 火 水 木 金 土 日

6月

10：00
議会運営委員会

10：00
本会議（第1日）
提出議案の説明

10：00
本会議（第4日）
議案質疑・一般質問

10：00
本会議（第3日）
議案質疑・一般質問

  9：00
議会運営委員会
10：00
本会議（第2日）
議案質疑・一般質問

  9：00
議会運営委員会
10：00
本会議（第5日）
採決

10：00
文教民生常任委員会
建設水道常任委員会

10：00
総務常任委員会
環境経済常任委員会

※なお、正式な日程は議会運営委員会で決定します。詳細は議会ホームページまた
は議会事務局までお問い合わせください。（電話６３－２２０３）

　２月１４日～１５日にかけての大雪は、本
市のみならず日本各地に甚大な被害をも
たらしました。本市においては幸い人的
被害はなかったものの、積雪や倒木等に
よる道路の被害だけでなく、市内広範囲
で大規模な停電、電話線断線による通信
障害等により孤立した地域も発生し、市
民生活に大きな影響を与えました。
　議会では、２月２４日に議長から市長に
対して、今後の復旧に向けて各種支援策
を速やかに進め、国や県の支援策の活用

表紙の写真は
　例年６月下旬にかけて、約２,５００本の
紫陽花が参道や社殿の周囲を埋め尽くす
磯町の磯山神社。開花にあわせて開催さ
れる「あじさい祭り」の期間中は、咲き
誇る紫陽花を求めて大勢の観光客が訪れ
ます。


